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卒
業
式
峡
席
者
増
加
の
理
由
と
出
席
督
勵
の
通
知
卒
業
式
溌
止
告
別
式
畢
行
の
開
申欽
別
式
と
改
辮
プ
ー
ル
設
置
経
緯
曰
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第
一
章
補
遺
四
八
八
百
五
拾
回
（
市
債
五
千
圓
）
を
寄
附
。
本
校
は
、
井
島
奨
學
資
金
規
定
を
設
け
、
右
資
金
利
子
を
、
學
資
金
に
乏
し
き
本
校
生
徒
又
は
大
學
在
學
中
の
本
校
卒
業
生
に
し
て
、
人
物
堅
寳
學
力
優
秀
身
禮
狼
健
な
る
者
に
給
與
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
昭
和
七
年
一
一
月
九
日
、
熊
本
縣
官
房
主
事
は
、
本
校
學
校
長
宛
、
そ
の
篤
志
に
對
し
て
、
御
下
賜
の
褒
雌
博
達
方
を
依
頼
し
て
ゐ
る
。
◇
侯
爵
細
川
家
昭
和
七
年
十
月
一
一
十
七
日
、
改
訂
肥
後
藩
國
事
史
料
十
冊
（
代
償
金
五
十
回
）
を
寄
附
。
◇
故
平
塚
忠
之
助
先
生
記
念
會
昭
和
十
年
十
月
一
一
十
一
日
付
を
以
て
、
本
校
教
授
藤
田
繁
一
氏
は
、
同
會
を
代
表
し
て
、
奨
學
金
一
千
一
百
十
回
の
寄
附
願
出
。
現
金
又
は
有
償
證
券
と
し
て
、
永
く
之
を
保
管
し
、
年
々
物
理
關
係
の
書
籍
等
を
購
入
、
同
會
の
印
を
捺
し
た
る
上
、
廣
く
生
徒
に
縦
讃
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
十
一
卒
業
式
よ
り
敍
別
式
ま
で
卒
業
式
に
就
い
て
は
、
第
一
同
以
後
、
必
要
に
膳
じ
て
屡
亀
述
べ
た
通
り
、
本
校
は
固
よ
‘
り
、
熊
本
縣
に
於
け
る
年
中
行
事
の
主
な
る
一
つ
で
あ
っ
て
、
第
六
同
卒
業
證
書
授
與
式
の
記
録
に
依
れ
ば
、
奏
楽
ま
で
加
へ
て
あ
る
。
然
る
に
、
年
と
共
に
本
邦
の
人
口
は
増
加
し
、
就
學
兒
童
も
多
く
な
り
、
義
務
年
限
も
延
長
せ
ら
れ
、
従
っ
て
、
各
高
等
學
校
を
通
じ
て
、
入
學
者
卒
業
者
も
川
は
り
、
第
一
一
一
學
年
生
徒
に
し
て
、
卒
業
試
験
に
及
第
し
た
者
の
中
、
志
望
學
科
の
都
合
に
依
っ
て
は
、
大
學
入
學
受
駿
の
爲
、
六
月
中
に
熊
本
を
去
り
、
そ
の
外
の
者
も
、
式
日
以
前
に
蹄
郷
す
る
向
も
少
く
な
い
の
で
、
毎
年
七
月
一
日
を
卜
し
て
學
行
し
て
ゐ
た
卒
業
式
の
意
義
も
、
已
に
そ
の
半
を
矢
へ
る
賞
状
に
在
っ
た
。
例
へ
ば
、
明
治
四
十
一
一
年
六
月
七
日
、
杉
山
幹
事
よ
り
監
督
教
官
宛
に
山
し
た
通
知
に
は
、
と
あ
る
が
、
自
然
の
情
勢
は
如
何
と
も
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
か
く
て
明
治
四
十
五
年
六
月
十
一
一
一
日
、
本
校
々
長
は
、
文
部
大
臣
宛
、
卒
業
護
書
授
與
式
は
、
本
年
よ
り
之
を
魔
し
て
、
毎
年
六
月
中
に
、
第
一
一
一
學
年
生
徒
の
告
別
式
を
暴
行
致
す
可
く
、
但
本
年
は
、
六
月
一
一
十
一
日
に
墨
行
す
る
旨
開
申
し
、
卒
業
式
な
る
名
瀞
は
、
明
治
年
間
を
以
て
な
く
な
っ
た
。
而
し
て
告
別
式
と
稗
し
た
の
は
、
試
験
絡
了
は
、
必
ず
し
も
第
一
一
一
學
年
生
全
部
の
卒
業
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
降
っ
て
大
正
八
年
よ
り
は
・
一
一
一
月
一
一
一
日
、
第
三
學
期
試
験
絡
了
と
共
に
、
午
前
十
時
よ
り
行
は
れ
る
や
う
に
な
り
、
告
別
式
な
る
語
は
、
牡
會
通
念
に
相
臘
は
し
か
ら
ぬ
と
云
ふ
理
由
を
以
て
昭
和
八
年
以
後
は
、
更
に
之
を
蔽
別
式
と
改
め
、
同
日
午
前
十
時
よ
り
、
薔
濟
美
館
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
近
年
、
學
校
よ
り
の
茶
菓
の
外
只
五
高
同
窓
會
よ
り
も
、
新
入
會
歓
迎
の
意
味
を
以
て
、
簡
軍
な
盛
鉢
の
料
理
を
出
し
て
、
耐
意
を
表
す
る
慣
例
と
な
っ
て
ゐ
る
。
＋
ニ
プ
１
レ
ノ
大
正
十
五
年
雑
件
綴
の
中
に
、
溝
淵
校
長
原
案
手
蹟
「
髄
育
運
動
振
興
一
一
開
ス
ル
照
會
」
な
る
も
の
が
一
の
る
。
今
そ
の
一
部
を
燗
鋒
す
れ
ば
、
一、第五高等學校ノ敷設ハ五萬一一一千餘坪ニシテ中門ヨリ正門一一至ル校内道路ノ左右一一アル部分ハ従来畑地トシ
テ民間一一貸付ケ居リシガ醜一一陳述セルガ加ク道路ノー方ハ先般民間ヨリ取上ゲ第一一運動場トシテ使用スルコ
第
一
章
補
遺
四
八
九
七
月
一
日
二
於
ケ
ル
本
校
卒
業
證
書
授
與
式
ニ
ハ
年
を
生
徒
ノ
参
列
ス
ル
モ
ノ
減
少
致
シ
來
候
虚
當
日
ハ
休
日
一
一
ア
ラ
ズ
印
チ
本
校
二
於
テ
ハ
光
榮
ア
ル
儀
式
ヲ
行
う
、
一
一
候
間
生
徒
ク
ル
モ
ノ
参
列
致
候
隣
ハ
勿
論
其
本
分
二
有
之
候
條
以
後
ハ
病
気
又
ハ
寓
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
ア
ル
モ
ノ
、
外
ハ
必
ズ
参
列
致
候
様
各
位
御
監
督
ノ
生
徒
へ
御
懇
論
相
成
度
校
長
ノ
命
一
一
依
り
此
段
御
通
知
候
也
：
UＩ
塾
一両
